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１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心 がけ

明るく楽しい村をつくります。
１．勤労を喜び、力を合 わせて

豊かな村をつくります。

１．自然を守り。人を愛し、

心やさしい村をつぐります。
１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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第９回
「
名
称
も

」
新
戸・

大
勢
の
人
て
賑
わ
う
」

佐

井

村

産

業

フ

Ｔ
‘
ア

〈
１０
月
２４
日
・
２５
日
／
ア
ル

ザ
ス
〉

２～３ むらの話題

４～６ あしらせ

フ 国保のしおり

８～９ 教育だより

郷土芸能発表大会

１０～刊 保建婦だより

１卜 餡 青少年育成

村民会議だより

出稼ぎ現地の

みなさん

１４～佃 交母だより

悃～１７ 税務だより

年金だより

匐 戸籍の窓口



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

第９回

佐
井
村
産
業
フ
ェ
ア

‥名
称
も
一
新
、
大
勢
の
人
で
賑
わ
う

十
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日

の
両
日
、
津
軽
海
峡
文
化
館
ア

ル
ザ
ス
を
会
場
に
、
佐
井
村
の

産
業
を
一
堂
に
集
め
た
「
第
九

回
佐
井
村
産
業
フ
ェ
ア
」
が
開

催
さ
れ
、
期
間
中
大
勢
の
人
が

訪
れ
て
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
今
年
収
穫
し
た

農
林
水
産
物
の
共
進
会
や
絵
画

工
作
な
ど
の
ア
イ

デ
ア
エ
夫
展
、

地
場
産
品
を
用

い
た
料
理
の
試

食
会
が
行
わ
れ
た
生
活
改
善
展

や
森
林
展
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
、
午
前
十
時
の
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
と
同
時
に
、
訪
れ
た

人
た
ち
で
会
場
い
っ
ぱ
い
に
な

る
人
気
ぶ
り
で
、
野
菜
や
水
産

加
工
品
、
商
工
会
の
即
売
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
買
物
袋
い
っ
ぱ
い

に
買
い
求
め
る
人
の
姿
も
み
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
屋
外
で
は
イ
ベ
ン
ト

広
場
が
人
気
を
集
め
、
オ
ー
ト

バ
イ

や
バ
ギ
ー
カ
ー
な
ど
の
乗

り
物
に
、
子
ど
も
た
ち
の
行
列

が
で
き
て
い
ま
し
た
。そ
の
ほ
か

活
イ

カ
釣
り
大
会
や
も
ち
つ
き

▲産業フェア開会のテープカット

▲自慢の産物を集めた共進会
▼歓声が響いた活イカ釣り大会▼人気を集めたイベント広場

産業フェア入賞者
■
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・
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茱
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ク

努

力
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工
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ア

サ

ク

タ

高

橋
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ク
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内
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萬
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ご
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Ｉ

ク

エ
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サ
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ね
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ク
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ア
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れ
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菊
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畑
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昆
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ア
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デ
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中
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太

郎

Λ

加

工
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も

ず
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優

秀
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福
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栄

一

焼
干
し
包

ご

ア
イ
デ
ア
賞
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中
徳

太

郎

■

林

産

物

Λ

き

の
こ
等
▽

し

い

だ
け

優

秀

賞

川
谷

繁
雄

タ

ク

和

田

覚

ク

努

力

賞

上

山

実

ク

ク

上

山

正

ク

々

高

橋

利
幸

タ

ク

紀
伊

哲
子

ク

ク

和
田

功

ほ

だ

木

ク

上
山

正

ク

タ

坪
谷

龍
悦

ク

ク

紀
伊

哲
子

ク

ク

和
田

功

く

り

ク

藤
田

重
良

マ
イ

タ
ケ

ア
イ
デ
ア
賞

藤
田

重

良

■

生

活
改

善

Λ

食

品

・
加
工

品
▽

カ
ス

ミ
草

優

秀

賞

農
協

婦

人
部



大
会
な
ど
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

も
盛
り
だ
く
さ
ん
。
活
イ
カ
釣

り
大
会
で
は
、
釣
り
上
げ
た
イ

力
が
水
を
勢
い
よ
く
吹
き
出
し

て
低
抗
す
る
た
め
、
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
は
全
身
ず
ぶ
ぬ
れ

に
な
り
な
が
ら
奮
闘
。
歓
声
や

笑
い
声
が
響
き
わ
た
っ
て
い
ま

し
た
。

佐
井
村
老
人
の
つ
ど
い

民
謡
や
手
踊
り
な
ど
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す

十
月
三
十
日
、
津
軽
海
峡
文

化
館
ア
ル
ザ
ス
を
会
場
に
、
原

田
か
ら
牛
滝
ま
で
の
老
人
ク
ラ

ブ

貝
約
二
百
人
が
参
加
し
て
、

「
佐
井
村
老
人
の
つ
ど
い
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
っ
ど
い
は
、
佐
井
村
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主
催
し
て

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今

年
で
十
九
回
目
に
な
り
ま
す
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
藤
田

重
良
会
長
が
あ
い
さ
つ
。
続
い

て
青
森
県
知
事
顕
彰
の
伝
達
と

佐
井
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
感

謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
松
林

國
三
郎

さ
ん
ら
二
十
一
名
が
表

彰

の
栄
を
う
け
ま
し
た
。

ま
た
、
お
互
い
に
元
気
な
姿

で
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
た
喜

び
を
か
み
し
め
な
が
ら
、
昼
食

を
は
さ
ん
で
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
お
な
じ
み
の
「
お
と

み
会
」
と
漫
談
の
「
須
藤
圭
助
」

さ
ん
ら
に
よ
る
民
謡
や
手
踊
り

な
ど
の
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
、

拍
手

や
笑

い
声
が
会
場

い
っ
ぱ

い
に
広
が
る
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

▲老人のつどいで楽しいひととき
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佐井材表彰式典

１１月２日、津軽海峡文化館

アルザスを会場に「平成４年
度佐井村表彰式典」が行われ、

長年にわたり佐井村の発展に
尽くしてきた功労者に感

謝状と記念品が贈られました。

受賞者は次の方々です。
【地方自治功労者】

高 橋 利 幸
【民生安定保健衛生功労者】

若 山 正 夫

表 彰 を 受 け た み な さ ん

■青森県知事顕彰

松林國三郎／東出喜代治／田中

重五郎／横浜作太郎／中村じゅん
／開山スエノ舘脇たき／渡辺はつ

／菊池のし／坂井よ江

■老人クラブ連合会感謝状

中村清三／奥本かつ／横浜さき
／宮川福五郎／田中勝次／横浜富

良／横浜とみ／加藤小雪／田中勝

之助／田中みよし／木部文夫

火゙ の 用 心Ｓ

の ぽり を 寄 贈

秋の火災予防運動に役

立ててほしいと、全労災

佐井地区共済会では１０月

２２日、 火゙の用心。と書

がれだのぼりを村に寄
贈。下北地区共済会長の
木下千代治さんから村長

に手渡されました。



人

権

相

談

所

を

開

設

し

ま

す

人

権

擁

護

委

員

は
、

地

域

の

皆

さ

ん

の

基

本

的

人

権

が

侵

害

さ

れ

な

い
よ

う

絶
え

ず

監

視

し

、

侵

害

が

あ

っ

た

と

き

、

ま

た

悩

み

ご

と

な

ど

の

相

談

に

応

じ

て

い

ま

す

。

相

談

の

内

容

に

つ

い

て

は

、
秘

密

を

守

り

、
無

料

で

、

む

ず

か

し

い
手

続

き

も

い
り

ま

せ

ん

。

例

え

ば

次

の

よ

う

な

こ

と

で

お

悩

み

の

方

、

ぜ
ひ

こ

の

機

会

に

ご
相

談

に

お

い
で

く

だ

さ

い

。

■

夫

婦
・
親

子
・
結

婚
・
離

婚
・
扶

養

な

ど

で

悩

ん

で

い

る
。

■

い

じ

め

・
体

罰

・

差

別

な

ど

人

権

問

題

で

悩

ん

で

い

る

。

■

近

所

の

騒

音

・

悪

臭

公

害

な

ど

で

困

っ

て

い

る
。

■
財
産
相
続
・
登
記
な
ど
土
地

関
係
で
相
談
し
た
い
。

こ
の
ほ
か
、
借
地
・
借
家
に

関
す
る
問
題
、
交
通
事
故
に
伴

う
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
も
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
。

当
村
の
人
権
擁
護
委
員
は
次

の
方
々
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
三
戸
重
一
公
３８
－

二
四
三
六

○
山
本

正
雲
３８
１
二
六
六
三

○
佐
々
木
寛
昭
雲
３８
－

二
二
七
六

不

動

産

登

記

な

ど

財

産

に

関

す

る

相
談

所

を

開
設
し

ま
す

当
村
で
は
、
司
法
書
士
が
不

在
と
な
っ
て
お
り
、
不
動
産
登

記
な
ど
財
産
に
関
す
る
手
続
き

な
ど
で
困
っ
て
い
る
・
お
悩
み

に
な
っ
て
い
る
方
々
の
相
談
所

を
開
設
い
た
し
ま
す
。

当
日
は
、
青
森
地
方
法
務
局

む
つ
支
局
登
記
専
門
官
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

例
え
ば
次
の
よ
う
な
こ
と
で

困
っ
て
い
る
、
悩
ん
で
い
る
、

登
記
な
ど
財
産
の
こ
と
で
聞
い

て
み
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
ご
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。
■
不
動
産
登
記
と
は
ど
う
い
う

も
の
か

■
不
動
産
登
記
を
調
べ
る
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か

■
登
記
の
仕
方
に
つ
い
て

■
相
続
・
贈
与
の
登
記
を
し
た

い
が
そ
の
手
続
に
つ
い
て

■
登
記
の
専
門
家
の
頼
み
方
と

登
記
費
用
に
つ
い
て

下北地方福祉事務所

現地面接相談所を開設

１２月９日（水）

午後１時～３時

農業研修センター

製 造 事 業 所 の み な さ ん へ

鴨 ４年 工
業 統 計 調 査

１２月３１日 現 在 で 行 い ま す；，

●年末から１月にかけて調査員が司い

ます。ご協力をお願いします。

保
霑

一
入
ｉ一
児
童
を
募
集
し
ま
す

佐
井
村
保
育
所
で
は
、
平
成

五
年
度
保
育
所
入
所
児
童
を
募

集
し
ま
す
。

保
育
所
は
、
児
童
の
保
護
者

特
に
母
親
が
就
労
・
疾
病
・
病

人
の
看
護
な
ど
の
理
由
で
、
家

庭
保
育
が
十
分
で
き
な
い
場
合

保
護
者
に
代
っ
て
保
育
す
る
施

設
で
す
。

次
の
よ
う
な
入
所
基
準
に
よ

り
、
家
庭
で
十
分
な
保
育
が
で

き
な
い
児
童
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
①
（
家
庭
外
労
働
）
児
童
の
母

親
が
家
庭
外
で
の
仕
事
が
主
な

の
で
家
庭
保
育
が
で
き
な
い
。

②
（
家
庭
内
労
働
）
児
童
の
母

親
が
家
事
以
外
の
仕
事
が
主
な

の
で
十
分
な
家
庭
保
育
が
で
き

な
い
。

③
（
母
親
の
出
産
等
）
母
親
が

出
産
の
前
後
で
あ
っ
た
り
、
病

気
な
ど
で
十
分
な
家
庭
保
育
が

で
き
な
い
。

④
（
病
人
看
護
等
）
児
童
の
家

庭
に
病
人
が
い
る
た
め
、
母
親

が
看
護
に
あ
た
っ
て
お
り
、
十

分
な
家
庭
保
育
が
で
き
な
い
。

※
保
育
所
の
定
員
は
九
十
名
で

す
が
、
平
成
五
年
度
佐
井
村
保

育
所
運
営
の
参
考
と
い
た
し
ま

す
の
で
入
所
希
望
者
は
、
受
付

期
間
内
に
申
請
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

平
成
四
年
十
二
月
一
日
か
ら

平
成
五
年
一
月
十
四
日
ま
で

■
受
付
場
所

住
民
福
祉
課
・
保
育
所

※
保
育
所
入
所
申
請
用
紙
は
、

住
民
福
祉
課
・
保
育
所
に
あ
り

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
住
民
福
祉
課
ま
で
。

啻
⑨
二

二

一
。

▼元気いっぱいの保育所児童たち



■
不
動
産
取
得
と
税
金
に
つ
い

て

■
不
動
産
売
買
な
ど
登
記
粉
争

と
解
決
方
法
に
っ
い
て

■

そ
の
他
財
産
に
関
す
る
こ
と

で
あ
れ
ば
な
ん
で
も
よ
ろ
し

い
で
す
。

■
日

時

・
平
成
四
年
十
二
月
十
日
團

午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で

■
場

所

・
津
軽
海
峡
文
化
館
（
で

荳

会

議

室

登

三
八
－

四
五
一
三

住

宅

金

融

公

庫

融

資

を

受

付

し

て

い

ま

す

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
平
成

四
年
度
第
三
回
申
込
み
を
受
付

し
て
い
ま
す
。

（
受
付
期
間
は
十
二
月
十
八
日

ま
で
）
公
庫
融
資
は
、
融
資
額
が
大

き
く
な
り
、
さ
ら
に
金
利

も
引

き
下
げ
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま

で
ょ
り
利
用
し
ゃ
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
中
込
み
は
お
近
く
の

金
融
機
関
で
行
え
ま
す
の
で
、

大
変
便
利
で
す
。

マ
イ
ホ
ー
ム
の
新
築
、
購
入
、

リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
お
考
え
の

方
は
、

ぜ
ひ
公
庫
融
資
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
は
、
住
宅
金
融
公

庫
東
北
支
店
（
Ｓ
Ｏ
二
二
－

二

二
七
－

九
ご
二

二

も
し
く
は

お
近
く
の
金
融
機
関
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

Ｌ

Ｐ

ガ

ス

消

費

者

の

み

な

さ

ん

へ

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
大
変
便
利
な
家

庭
用
燃
料
と
し
て
日
常
生
活
に

欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
が
、
そ

の
取
扱
を
誤
る
と
大
き
な
事
故

を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
事
故
は
、県
内
で

毎
年
七
～
十
件
、
全
国
で
は
二

百
件
前
後
発
生
し
、
み
な
さ
ん

の
大
切
な
生
命
や
財
産
が
失
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
故

を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
消
費

者
の
み
な
さ
ん
が
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を

正
し
く
使
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
万
一
の
場
合
、
ミ
ス

を
補
い
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
に

は
、
安
全
器
具
の
取
り
付
け
が

極
め
て
有
効
で
す
。
主
な
安
全

器
具
を
こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
の

で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ガ
ス
漏
れ
警
報
器

・
ヒ
ュ
ー
ズ
コ
ッ
タ

ー
コ
ン
セ
ン
ト
付
き
ゴ
ム
管

・
（

イ
セ
ー
フ
（
マ
イ
コ
ン
メ

ー
タ
ー
Ｕ
）

こ
れ
ら
の
安
全
器
具
を
、
み

な
さ
ん
の
家
庭
で
も
取
り
付
け

て
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
事
故
防
止
に

心
が
け
、
安
全
で
快
適
な
く
ら

し
を
し
ま
し
ょ
う
。

冬期間

通行止めに

なり ます

卜通行止め期間

平成４年１２月１日から

平成５年５月１５日まで

佐
井
診
療
所
か
ら
お
し
ら
せ
し
ま
す

・
十
二
月
十
二
日
出
は
休
診
と

な
り
ま
す
。

・
十
二
月
二
十
八
日
圓
は
午
前

診
療
と
な
り
ま
す
。

・
一
月
四
日
㈲
は
午
前
診
療
と

な
り
ま
す
。

（
へ
套

藤

瑟

星

蔗

・
十
二
月
十
一
日
福
浦
、
長
後

の
診
療
は
十
日
に
変
更
し
ま
す
。

・
十
二
月
十
六
日
牛
滝
診
療
は

休
診
と
な
り
ま
す
。

・
十
二
月
十
八
日
福
浦
、
長
後

診
療
は
休
診
と
な
り
ま
す
。

・
十
二
月
二
十
三
日
牛
滝
診
療

は
二
十
四
日
に
変
更
し
ま
す
。

■ 佐 井 診 療 所

１２月２９日・３０日・３１囗

１月１日・２日・３日

■ 大 間 病 院

１２月２９日・３０日（午後より）

１２月３１日

１月１日・２日・３日

■ むつ 総 合 病 院

１２月３０日・３１囗

１月１囗・２囗・３［］

■「赤 い 羽 根 」作 文 入 選 者

優秀賞 長後中三年 大石 香織

佳 作 長後中二年 田中千香子

々 長後中一年 池田 陽子
・ 青森県共同募金会１０年以上奉仕功労

十年以上奉仕功労

・中 西 正（牛滝地区）

・大 坂 隆（長後地区）

赤 い 羽 根 共 同 募 金 運 動



戸

籍

手

数

料

が

改

定

さ

れ

ま

す

戸
籍
手
数
料
令
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
来
年
一
月
一
日
か
ら

別
表
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

戸籍手数料一覧表

年 末 ・ 年 始 の ご み 回 収 に つ い て

年末・年始のごみ回収を次のとおり行ないますのでお知らせ

します。

燃えるごみと燃えないごみは
分けて出しましょう。

１月４日以後は平常通り回収します。

好

評

で

す

／

む

ら

お

こ

し

商

品

Ｉ

④

「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
Ｌ
販
売
事
業
協
議
会

■

ひ

ば

林

〔
ス
プ
レ
ー
ー
本

８０
に
入
〕

小
売
価
格

１
．
０
０
０
円

・
青
森
ひ
ば
か
ら
抽
出
し
た
、

天
然
成
分
の
ひ
ば
岫
を
使
用
し

て
い
ま
す
。

・
ヒ
ノ
キ
チ
オ
ー
ル
に
は
、
防

カ
ビ
、
防
腐
、
皮
膚
の
活
性
化
、

精
神
の
緩
和
作
用
の
す
ぐ
れ
た

効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
最
近
、
水
虫
に
対
す
る
臨
床

効
果
の
確
認
も
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

・

お
部
屋
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、

靴
、
足
元

の
エ
チ
ケ

。
卜
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

・
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
を
使
用
し
て
い
ま

す
。

簡

素

化

の

ぼ

や

き

且

且

畢

谷

い

言

言

釘

レ

パ

パ

ド

バ

決
ま
り
文
句
を
聴
か
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
昭
和
五
十
年
代
に
入

飛

言

付

言

般
化
し
た
。

そ
れ
以
前
の
お
葬
式
は
、
各

々
自
宅
で
行
わ
れ
た
。
親
戚
や

近
親
者
が
集
ま
り
、
家
の
中
の

取
り
片
付
け
か
ら
葬
儀
万
端
の

準
備
を
し
て
く
れ
る
。
色
着
と

称
す
る
人
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

才
能
に
よ
っ
て
書
き
役
か
ら
遣

い
走
り
や
、
小
道
具
作
り
花
造

り
な
ど
分
担
す
る
。
造
花
の
名

手
も
い
て
、
菊
や
ボ
タ
ン
や
蓮

華
な
ど
見
事
に
造
る
。
素
朴
だ

が
特
色
が
出
て
目
を
引
く
。
火

葬
に
は
、
薪
を
出
し
合
っ
て
協



国
保
の
し

お
り

▲
老
人

保

健

制

度

▼

七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
（
寝

た
き
り
な
ど
の
お
年
寄
り
は
六

十
五
歳
以
上
）
の
医
療
は
、
す

べ
て
老
人
保
健
法
の
も
と
に
運

営
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

温

讐

｀
に
茫

笘

な

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

は
、
か
な
ら
ず
国
保
の
「
保
健

証
」
と
老
人
保
健
に
よ
っ
玉
父

付
さ
れ
た
「
健
康
手
帳
」
「
医

療
受
給
者
証
」
の
提
示
が
必
要

で
す
。
そ
れ
は
、
ど
の
医
療
保
険
の

被
保
険
者
で
あ
る
か
を
確
か
め

る
た
め
で
す
。

窓

口

で

支

払

う

一

部

負

担

金

に
っ

い
て

お
医
者
さ
ん
の
窓
口
で
支
払

う
一
部
負
担
金
は
、
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

○

通
院

ニ

ケ
月
）

九
百
円
（
病
院
、
診
療
所
ご

と
に
支
払
い
ま
す
。）

○

入
院

二

日
）

六
百
円
（
老
齢
福
祉
年
全
受

給
者
で
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
、

三
百
円
を
二
ヶ
月
間
だ
け
負
担

医 療 費の状況

〔８月診療分〕
（単位：円）

国保（若人分） 加入者数１、５９８人

退職者医療 加入者数 ６５人

老人医療 対象者数 ４８６人

力
す
る
。
地
区
に
よ
っ
て
は
各

戸
一
本
づ
つ
出
す
こ
と
と
規
約

制
定

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

っ
た
。
時
米
や
野
菜
、
漬
物
ま

で
持
ち
寄

る
。
涙
を
流
し
て
葬

送
す
る
互
助
の
習
慣
が
あ
っ
た
。

簡
素
化

さ
れ
た
現
在
は
、
す

べ
て
専
門
に
委
託
す
る
。
葬
儀

屋
、
仕
出
し
屋
が
手

際
よ
く
や

っ
て
く
れ
る
。
広
い
会
場
は
生

花
や
盛
か
ご
で
飾
ら
れ
、
年
を

増
し
て
華
や
か
に
な
る
。
経
済

力
豊
か
な
大
家
や
、
見
栄
を
張

る
名
士
に
、
す
べ
て
右
な
ら
い

で
あ
る
。
家
業
に
励
み
、
社
会

に
貢
献
し
た
故
人
の
葬
送
に
、

い
さ
さ
か
も
意
見
を
言
う
つ
も

り
は
な
い
が
、
老
夫
婦
の

。
ぼ

や
き
”
が
気
に
な
る
。

「
老
齢
年
金
で
細
々
と
生
活

し
て
い
る
が
、
親
戚
に
不
幸
が

あ
り
弔
問
に
行
っ
た
。
ミ

三

日
何
も
す
る
こ
と
も
な
く
、
テ

レ
ビ
を
見
、
雑
談
し
、
晩
酌
付

き
で
ご
馳
走
に
な
る
。
喪
主
の

家
族
が
法
要
の
際
の
お
膳
を
、

村
外
の
仕
出
し
屋
に
交
渉
し
て

い
た
。
お
膳
は
普
通
六
千
円
、

七
千
円
、
八
千
円
で
、
引
出
物

は
二
千
円
、
三
千
円
、
四
千
円

と
あ
り
、
外
に
砂
糖
も
付
け
ま

す
か
…
と
か
、
側
で
そ
れ
と
な

く
聞
え
て
い
て
、
胸
が
し
め
付

け
ら
れ
る
思
い
で
あ
っ
た
。
香

典
、
生
花
代
等
、
私
に
は
二
万

円
の
支
出
が
精
一
杯
の
限
度
だ

が
、
お
膳
、
引
出
物
、
香
典
返

し
等
で
一
万
円
は
超
過
す
る
。

京

王
は
祭
壇
借
料
、
供
物
代
、

お
布
施
と
多
額
の
負
担
に
な
る
。

華

や
か
な
生
花
、
盛
か
ご
は
一

時
借
用
し
た
よ
う
な
も
の
。
そ

ん
な
こ
と
を
考
え

る
と
、
二
人

暮
ら
し
の
私
達
に
は
生
き
る
こ

と
も
辛
い
が
、
万
一
の
場
合
、

ど
ち
ら
か
に
莫
大
な
借
金
を
残

す
こ
と
に
な
り
、
死
ぬ
こ
と
も

ま
た
辛
い
。
」

そ
の

ぼ

や
き
″
は
、
高
齢

者
福
祉
と
は
程
遠
い
。
簡
素
に

つ
い
て
広
辞
苑
に
は

。
か
ざ
り

気
の
な
い
こ
と
”
。簡
略
質
素
”

と
書
い
て
あ
る
。
世
の
中
変
る

の
は
当
然
だ
が
、
言
葉
の
矛
盾

を
感
じ
る
Ｉ
、
こ
ん
な
こ
と
が

月
に
何
度
も
続
い
た
ら
、
老
夫

婦
な
ら
ず
と
も

。
ぼ
や
き
″
が

出
そ
う
な
気
が
す
る
。
三
八
生



教
育
だ
よ

う

第１０同

佐
井
村
郷
土
芸
能
発
表
大
会

十
一
月
三
日
の
文
化
の
日
、
濛
軽
海
諛
文
化
館
ア
ル

ザ
ス
を
会

場
匚
「
箘
十
回
佐
井
村
郷
土
芸
能
発
表
大
会
」
ガ
開
催
さ
机
、
日
頃

の
郷
土
芸
能
伝
承
活
動
の
成
果
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
各
地
区
か
ら
十
四
の
郷
士
芸
能
が
上
演
さ
机
、
会
場

を
訪
拉
だ
約
六
百
人
の
観
客
か
≒

見
事
な
演
技
匚
盛
ん
な
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

槍踊り（牛滝若者組） 神楽（古井共済会）

じょんがら節（磯谷敬神会） 神楽（原田共済会）

秋田音頭（川目神楽会） もちつき踊り（矢越若者会） 神楽（福浦若者会）

平成４年度

あ
す
梟

茎

｀
井
井

繋

座

十
一
月
六
日
、
津
軽
海
峡
文

化
館
ア
ル

ザ
ス
を
会
場
に
、
青

森
県
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

主
催
に
よ
る
「
あ
す
な
ろ
県
民

大
学
移
動
講
座
」
が
開
催

さ
れ
、

近
隣
町
村
か
ら
の
参
加
者
も
含

め
一
三
八
名

の
方
々
が
受
講
し

ま
し
た
。

講
座
で
は
、
日
本
テ
レ
ビ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
石
川
牧
子

さ
ん

を
講
師
に
招
き
、
「
今
を
大
切

に
…

…

自
分
ら
し
く
生
き
る

二

秒

の
重

戸

」

と

い
う
演

題
で
講
演
を
行
い
、
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
と
し
て
経
験
豊
富
な
体
験

を
交
じ
え
な
が
ら
の
お
話
し
は
、

受
講
者
に
大
き
な
感
動
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
、
生
涯
学
習
の
一
環
と

し
て
、
多
く
の
講
演
会
や
講
座

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
自
分
の
人

生
を
豊
か
に
し
、
そ
し
て
大
切

に
す
る
た
め
に
も
、
進
ん
で
学

習
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

平成５年度

佐
井
村
奨
学
生
を

募

集

し

ま

す

村
で
は
、
有
用
な
人
材
を
育

成
し
、
も
っ
て
佐
井
村
の
振
興

に
寄
与
さ
せ
、
一
般
文
化
の
向

上
と
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
次
の
と
お
り
奨
学
生

を
募
集
し
ま
す
。

■
貸
付
の
対
象

佐
井
村
に
居
住
す
る
者
の
子

弟
で
匸
咼
校
、
大
学
、
各
種
技

術
技
能
養
成
機
関
に
在
学
す
る

方
。
■
奨
学
金
貸
与
の
額

・
大
学
（
医
・
歯
学
部
除
く
）

月
額

二
万
円
以
内

・
高
等
専
門
学
校



神楽（長後神楽会） 祭囃子（大佐井青年会）

歌舞伎（福浦芸能保存会） 春駒（牛滝若者会）

神楽（矢越若者会） 荷方節（磯谷敬神会） よされ（長後神楽会）

三
学
年
ま
で

月
額

一
万
円
以
内

四
学
年
か
ら

月
額

二
万
円
以
内

・
高
等
学
校月
額

一
万
円
以
内

・
養
成
施
設月
額

一
万
円
以
内

・
村
長
が
認
め
る
各
種
技
術
、

技
能
養
成
機
関

月
額

一
万
円
以
内

・
医
、
歯
学
部
等

月
額

二
十
万
円
以
内

※
な
お
、
次
に
該
当
す
る
奨
学

生
に
つ
い
て
は
、
右
の
奨
学
金

貸
与
の
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
五
千

円
以
内
の
額
を
加
算
し
て
貸
与

し
ま
す
。

一
、
母
子
世
帯
ま
た
は
、
生
活

保
護
世
帯
の
奨
学
生
。

二
、
二
人
以
上
の
奨
学
生
の
い

る
世
帯
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
奨

学
生
。

■
貸
与
の
期
間

正
規
の
修
業
期
間
と
し
ま
す
。

■
奨
学
金
の
償
還
方
法

奨
学
金
は
、
卒
業
後
の
一
年

後
か
ら
奨
学
金
を
受
け
た
期
間

の
二
倍
の
期
間
で
償
還
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

平
成
五
年
四
月
三
十
日
ま

で
。
■
申
込
み
先

佐
井
村
教
育
委
員
会
総
務
課

啻
⑩
四
五
〇
六
・
四
五
〇
七

ＮＨＫ学園の

通信講座で学習を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
冬
期
の

生
涯
学
習
講
座
受
講
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
生
涯
学
習
講
座
（
通
信
講
座
）

教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め

の
書
道
、
硬
筆
、
俳
句
、
短
歌
、

囲
碁
な
ど
七
十
二
講
座
で
す
。

申
込
み
は
、
平
成
五
年
一
月

三
十
一
日
ま
で
。

詳
し
い
案
内
書
を
希
望
の
方

は
、
〒
一
八
六
－

○
一
Ｎ
Ｈ
Ｋ

学
園
八
Ｅ
八
一
係
あ
て
、
（

ガ

キ
に
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
の
う
え
請
求
く

だ
さ
い
。
案
内
書
は
無
料
で
す
。



保健婦だより

知っておきたい
エイズの

正しい知識

宍世界エイズデー

パ ー ト ①

ｍ

は

じ

め

に

今
か
ら
七
年
前
の
一
九
八
五

年
、
日
本
に
初
め
て
エ
イ
ズ
が

上
陸
。
そ
の
二
年
後
の
８７
年
に

は
、
日
本
人
女
性
が
エ
イ
ズ
で

死
亡
し
て
社
会
に
大
き
な
衝
撃

を
与
え
ま
し
た
。

そ
の
後
も
エ
イ
ズ
は
、
確
実

に
ふ
え
っ
づ
け
て
い
る
が
、
そ

れ
と
は
裏
腹
に
、
国
民
の
関
心

は
だ
い
ぶ
下
火
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま
だ
、
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
、

誤
っ
た
知
識
を
持
っ
て
い
る
人

も
多
い
。

世
界
で
初
め
て
エ
イ
ズ
患
者

が
発
見
さ
れ
て
十
年
を
経
過
し

た
今
、
あ
ら
た
め
て
世
界
や
日

本
で
の
現
況
、
そ
し
て
正
し
い

知
識
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

迴

世

界

的

な

増

加

傾

向

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）

は
、
世
界
各
国
か
ら
の
報
告
に

よ
っ
て
、
毎
月
末
の
エ
イ
ズ
患

者
数
や
感
染
者
数
な
ど
、
エ
イ

ズ
の
現
況

や
将
来
予
測
に
関
す

る
発
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
よ

る
と
、
（
表

土

の
と

お
り
で
、
３
ヵ
月
間
で
二
万
八

千
人
に
ふ
え
て

い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

特
に
、
こ
の
と
こ
ろ
、
発
展

途
上
国
（
ウ
ガ
ン
ダ
、
タ
ン
ザ

ニ
ア
、

ザ
イ
ー
ル
、
了
フ
ウ
イ
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
メ
キ
シ
コ
、
タ
イ

を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
）

で
の
増
加
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

湖
新

局

面

を

迎

え

た

日

本

の

エ
イ

ズ

問

題

厚
生
省
エ
イ
ズ
サ
ー
ベ
イ
ラ

ン
ス
委
員
会
で
は
患
者
と
感
染

者
の
発
生
状
況
を
把
握
し
発
表

し
て
い
ま
す
。

国
内
の
患
者
は
４５８
人
、
感
染

者
総
数
は
２０８
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
（
表
２
）

こ
の
と
こ
ろ
の
日
本
で
の
特

徴
に
つ
い
て
。

○
エ
イ
ズ
患
者
及
び
感
染
者
が

年
々
増
加
し
て
い
る
。

○
血
友
病
患
者
の
凝
固
因
子
製

剤
に
よ
る
感
染
は
、
全
献
血

血
液
の
検
査
や
凝
固
因
子
製

。
剤
の
加
熱
処
理
な
ど
に
よ
り

輸
血
に
よ
る
感
染
の
心
配
が

な
く
な
る
。

●エイズウイルスの感染経路●

１日（火）健康相談日立

示 し
１尚

場所 役場・健康相談室
電話での健康相談も受付
しますので、お気軽にご
利用してください。
１０日南 糖尿病教室
場所 役場・和室
時間 午前１０時～
午後３時

１４日（月）１歳半・２歳児健
診・乳児健診

場所 役場・和室
時間 午後１２時３０分受付
対象 （１歳半児）
平成３年４月～６月生
（２歳児）
平成２年１０月～１２月生
（乳児）
平成４年８月生
平成４年５月生

１８日（金）リハビリ教室
場所 アルサスしおさい
ホール・調理室

時間 午前１０時～
午後３時

●握手 ●プール ●つり皮・手すり ●同じ食べ物をつついて

●カラオケマイク ●公衆電話 ●コインランドリー ●マージャン



○
最
近
で
は
、
性
行
為
感
染
に

よ
る
患
者
、
感
染
者
が
急
増
。

特
に
異
性
的
接
触

が
主
流
。

○
外
国
人
、
特
に
風
俗
産
業
に

従
事
す
る
東
南
ア
ジ
ア
出
身

の
若
い
女
性
が
急
増
。
日
本

で
の
増
加
の
大
き
な
要
因
に

な
っ
て
い
る
。

○
男
女
別
に
見
る
と
、
男
性
は

２０
～
４０
才
代
、
女
性
は
２０
才

代
に
集
中
し
、
男
性
は
海
外

女
性
は
国
内
で
感
染
す
る
例

が
多

い
。

０
１
９
９
０
年
に
な
っ
て
母
子

感
染
例
が
確
認
さ
れ
た
。

麻
薬
や
覚
醒
剤
な
ど
の
薬
物

乱
用
者
に
感
染
者
が
増
加
。

圖

そ
も
そ
も
エ
イ
ヱ
と
は
？

エ
イ
ズ
と
い
う
の
は
、
後
天

性
免
疫
不
全
症
候
群
と
訳
さ
れ

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）

に
よ
っ
て
、
生
き
て
い
く
た
め

に
ど
う
し
て
も
必
要
な
体
の
抵

抗
力
が
こ
わ
さ
れ
て
し
ま
う
恐

ろ
し
い
病
気
で
す
。

エ
イ
ズ
に
な
っ
て
体
の
抵
抗

力
が
こ
わ
さ
れ
る
と
、
世
の
中

に
ウ
ヨ
ウ
ヨ
い
る
細
菌
や
ウ
イ

ル
ス
や
カ
ビ
等
が
体
の
中
で
増

え
続
け
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
重
い
肺
炎
に
か

が
り
、
あ
る
種
の

。
が
ん
”
に

侵
さ
れ
た
り
し
て
、
命
を
失
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

固
エ
イ
一
人
心
ウ
ィ
ル
ユ

は

ど
う
や
つ
百
つ
っ
る
？

・

エ
イ
ズ
は
、
傷
つ
い
た
ヒ
フ

や
粘
膜
に
ウ
イ
ル
ス
を
も
っ
て

・
・

ｌ
Ｓ

い
る
人
の
血
液
や
精
液
が
っ
く

こ
と
で
う
つ
り
ま
す
。

エ
イ
ズ
が
う
つ
る
可
能
性
が

あ
る
場
合
と
は

○
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
て
い
る

大
と
性
的
接
触
を
し
た
場

合

○

ウ

イ

ル

ス

を

持

っ

て

い

る

●

●
一

・

・

一

一

ｅ

人

の

血

液

に

よ

っ

て

汚

染

さ

れ

た

場

合

そ

の

ほ

か

、

赤

ち

ゃ

ん

へ

も

う

つ

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

が

、

そ

れ

は

お

母

さ

ん

が

ウ

イ

ル

ス

を

持

っ

て

い

る

場

合

に

限

ら

れ

ま

す

。

根

拠

の

な

い

。
ウ

ワ

サ
μ

や

。
誤

解

”

に

ま

ど

わ

さ

れ

て

、

心

配

す

る

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

。

予

防

方

法

を

正

し

く

知

っ

て

い

れ

ば

こ

わ

く

な

い

病

気

で

す

。

世界エイズデー

１２月１日

１人１人か

工ｆ ズｌ：関心をもちましょう

●せきやくしゃみ ●理・美容院 ●おしゃべり

●お金のやりとり ●蚊・ハエ ●共同浴場・トイレ



青

少

年

育

成

村

民

会

議

だ
よ

り

『
家
庭
の
日
』
の
運
動
を
、全
村
で
展
開
し
よ
う
Ｆ
・

○

い

ま

な

ぜ

？

村
民
の

み
な
さ
ん
、
「
家
庭

の
日
」
の
運
動

が
あ

る
こ
と
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

最
近
子
ど
も
の
い
る
家
庭
で

の
親
子
の
ふ
れ
あ
い
不
足
と
か
、

家
庭
・
地
域
で
の
教
育
力
の
低

下

が
叫

ば
れ
て
久
し
い
の
で
す

が
、
本
村
で
も
例
外
で
は
な
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
時
代
が
変
っ
た
の
だ
し
、

仕
方
な
い
の
で
は
・

…

」

と
い
う
考
え
が
一
部
に
は
あ
り

ま
す
が
。

社
会
の
変
化
の
激
し
い
こ
の

世
の
中
で
、
子
ど
も
の
生
活
環

境
も
大
き
く
変
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。そ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
学
校
や

家
庭
・
地
域
で
の
教
育
の
あ
り

方
を
見
直
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら

の
時
代
を
担
う
子
ど
も
達
の
望

ま
し
い
人
間
性
を
育
て
よ
う
と

い
う
目
的
で
学
校
週
五
日
制
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
家

庭
は
、
お
年
寄
り
に
と
っ
て
も

重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
社
会
を
迎
え
て
老
後
の

生
活
を
安
定
し
た
も
の
に
す
る

た
め
に
は
、
家
庭
が
し
っ
か
り

し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

子
育
て
を
皆
ん
な
で
真
剣
に

考

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
青
少
年
育
成
佐
井

村
民
会
議
で
は
、
広
報
で
の
呼

び
か
け
な
ど
「
家
庭
の
日
」
運

動
が
家
庭
・
地
域
で
展
開
さ
れ

る
よ
う
「
家
庭
の
日
」
に
各
家

庭
で
考
え
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど

の
内
容
に
つ
い
て
連
載
し
ま
す

の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

「
家
庭
づ
く
り
」
の
た
め
の
何

ら
か
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

あいさつから、会話とふれ合い が生・ れます

お手伝いは自立心を育てます

は
じ
め
て
の
週
休
二
日
「
ゆ
と
り
」「
楽
し
さ
」
は

学
校
週
五
日
制
は
「
学
校
・

家
庭
及
び
地
域
社
会
に
お
け
る

学
習
や
生
活
を
通
し
て
、
子
ど

も
が
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き

て
い
く
た
め
に
必
要
な
資
質
や

能
力
を
身
に
っ
け
る
こ
と
」
を

出

稼

ぎ

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
、
仕
事
口
励
ん
で
お
ら
机
る
み
な
さ

ん
、
現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
し
よ
う
か
。

土

肩
口
入
口
弌

帰
ら
れ
る
日
が
近
く
な
つ
ま
し
た
が
、
こ
の

時
期
は
毎
年
、
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

健
康
と
安
全
口
は
十
分
気
を
つ
け
て
、
家
族
の
待
つ
故
郷
へ
お

帰
り
く
だ
さ
い
。

現
地
で
の
情
報
、
お
倥
口

写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

み

な

さ
ん
の
財
産

雇

用

保

険

を

正

し
く
理
解
し

ま
し

よ
う

雇
用
保
険
の
失
業
給
付
は
、

失
業
中
の
労
働
者
の
生
活
の
安

定
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

求
職
活
動
を
援
助
し
、
最
期
求

職
に
資
す
る
た
め
に
支
給
さ
れ

る
も
の
で
す
。

失
業
給
付
金
は
、
労
働
者
と

事
業
主
の
保
険
料
、
そ
し
て
み

な
さ
ん
の
貴
重
な
税
金
で
ま
か

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

働
い
て
い
る
間
は
雇
用
保
険

は
貰
え
な
い
の
で
す
。
し
か
し
、

就
職
、
就
労
を
隠
し
た
ま
ま
支

給
を
受
け
る
と
い
う
、
正
し
く

な
い
や
り
方
を
し
て
い
る
人
が

依
然
と
し
て
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
続
く
こ

と
は
み
な
さ
ん
の
こ
と
を
考
え

て
作
ら
れ
た
雇
用
保
険
制
度
の

健
全
な
運
営
を
著
し
く
阻
害
す

る
こ
と
に
外
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
今
年
も
１１一
月
１
囗
か
ら

来
年
１
月
３１
日
ま
で
を
「
雇
用

保
険

。
さ
わ
や
か
受
給
”
推
進

月
間
」
と
定
め
ま
し
た
。

こ
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

气

雇
用
保
険
を
正

し
く
受
給



目
指
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
に
自
由

に

活
用
で
き

る
時
間
を
保
障
す
る

こ
と
が
最
大
の
願
い
で
す
。
子

ど
も
た
ち
の
待
ち
望
ん
だ
（
筈

で
あ
る
）
第
一
回
目
の
土
曜
休

日
は
、
主
役
で
あ
る
子

ど
も
た

ち
に
「
ゆ
と
り
」
や
「
楽
し
さ
」

を
与
え
て
く
れ
た
も
の
と
な
っ

た
で
し
ょ
う
か
。

趣
旨
を
生
か
せ
ば
、
子
ど
も

自
身
が
や
り
た
い
こ
と
を
、
自

由
に
や
ら
せ
て
み
る
こ
と
な
の

だ
、
で
す
が
、
子
ど
も
が
、
何

を
し
て
遊
ん
だ
ら
い
い
の
か
わ

か
ら
な
い
と
言
う
声
も
あ
か
っ

て
い
ま
す
。
考
え
て
み
れ
ば
、

子
ど
も
た
ち
に
は
、
ま
と
ま
っ

た
自
由
時
間
と
し
て
の
土
曜
日

は
初
め
て
与
え
ら
れ
た
訳
だ
か

ら
、
父
母
が
み
て
く
れ
た
り
、

新
た
な
行
事
を
設
け
た
り
し
て

子
ど
も
を
迎
え
る
配
慮
は
、
当

然
必
要
で
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。反
面
、「
遊
び
過
ぎ
」
や
「
非

行
」
を
心
配
す
る
人
々
も
多
い

よ
う
で
す
が
、
そ
れ
は
子
ど
も

が
信
用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

留
守
番
が
で
き
な
い
、
心
配

で
子
ど
も
だ
け
を
家
に
お
け
な

い
と
い
う
声
も
耳
に
し
ま
す
。

学
校
五
日
制
は
、
子
ど
も
が

自
分
の
考
え
で
自
由
に
使
え
る

時
間
で
あ
り
、
こ
の
自
由
に
使

え
る
時
間
の
あ
る
な
し
で
、
ゆ

と
り
が
あ
る
か
な
い
か
が
決
ま

り
ま
す
。
こ
の
ゆ
と
り
が
楽
し

さ
を
生
み
、
友
達
と
の
遊
び
や
、

親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
自
然
と
の

ふ
れ
あ
い
を
取
韭
昃
し
て
く
れ

る
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

九
月
か
ら
始
ま
っ
た
月
一
回

の
休
み
、
た
っ
た
一
日
の
こ
と

で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
た
く
さ
ん
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
未
来
、
大
人

た
ち
の
未
来
、
よ
り
よ
い
社
会

に
私
た
ち
が
暮
ら
せ
る
よ
う
、

長
い
目
で
見
守
り
っ
づ
け
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

グループ活動は、貴重な社会体験の場です

朝士活動は、美しい心と連帯感を育てます

で
き
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
雇
用
保
険
さ
わ
や
か
受
給
で

ク
リ
ー
ン
求
職
を
」

む
つ
公
共
職
業
安
定
所

お
知
ら
せ

む
つ
公
共
職
業
安
定
所
の
年
末
年
始
の
受
付
事
務

は
、
１２
月
２５
日
ま
で
、
明
年
は
１
月
５
囗
か
ら
受
付

け
し
ま
す
。

「 家 庭 の 日 」作 文 か ら

が ん ば っ た 茶 わ ん あ ら い

牛滝小３年 竹 内 か お り

今日、お手つだいで、茶わんあら

いをしました。あらっていたらキュ

ッキュッといい音がしました。

水であらっていたので、すこし手

がつめたかったけれど、がんばって

あらいました。いつも、水で、お母

さんがあらっているので、お母さん

の手 は、すごくつめたいだろうなあ

と思いました。

きちんときれいにあらった茶わん

は、 さっぱりした顔をしているよう

に感じました。私の手はこおりみた

いにこごえてい ました。水がつめた

くてつめたくて、冬気分でした。「も

うやりたくないなあ」と思ったけれ

ど、あきらめずにがんばってあらい

ました。そうすれば、私もすっきり

するし、私のかぞくもよろこぶから

です。 だから最後までがんばりまし

た。

最後の茶わんをあらい終った時、

お父 さんやお母 さんが、「ごくろう

さん」 とほめてくれました。

きびし くつ めたい水 だったけ れ

ど、最後 まできちんとあらったので

よかったです。手をさわってみたら、

すごくつめたくて、それぐらいがん

ばったんだなあとわかりました。

私は、今度から、まい日茶わんあ

らいをしようときめました。そのわ

けは、そのぶんお母さんが休めるか

らです。

茶わんあらいだけでなく、せんた

くや、色々な手つだいをしようとき

めました。お手つだいをお父さんや

お母さんにしていっぱい休 ませてあ

げたいです。

茶わんあらいがお わって、お父さ

んたちに「ご くろうさん。」 と言わ

れた時は、お手つだいをしてよかっ

たなあと思い ました。手のつめたさ

もふっとんでしまい ました。

こ れから も、お姉 ちゃんといっ

しょに、いっぱいいっぱいお手っ だ

いをして、がんばりたいです。



交佞だより

佐 井 村

交通安全母の会

賚
森
県
交
通
安
全

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
て

会
長

松

谷

一
二

枝

十
一
月
八
日
、
青
森
市
文
化

会
館
を
会
場
に
し
て
、
青
森
県

交
通
安
全
対
策
協
議
会
主
催
に

よ
る
「
青
森
県
交
通
安
全
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年
ま
で
は
、
表
彰
者
だ
け

の
参
加
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
は
、
広
く
住
民
の

方
々
が
参
加
し
て
、
色
々
な
物

を
見
て
、
少
し
で
も
交
通
安
全

に
対
し
て
の
意
識
を
高
め
よ
う

と
、
交
通
安
全
機
器
、
手
作
り

交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト
、
交
通

安
全
ポ
ス
タ
廴

交
通
事
故
写

真
づ
不
ル
等
の
展
示
物
や
、
応

急
手
当
の
講
習
会
、
交
通
事
故

相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
で
は
、
交
通
安
全
活

動
に
よ
る
功
労
に
対
し
、
個
人

及
び
団
体
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ

た
の
に
続
き
、
交
通
安
全
弁
論

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

青
森
中
央
高
校
の
横
山
彰
子

さ
ん
は
、
「
交
通
安
全
に
思
う
」

と
題
し
て
、
小
さ
な
や
け
ど
は

や
り
な
お
し
が
で
き
る
が
、
大

き
な
や
け
ど
は
取
り
返
し
が
っ

か
な
い
こ
と
。
野
辺
地
高
校
の

金
津
美
穂
子
さ
ん
は
、
「
高
校

生
に
よ
る
交
通
事
故
」
と
題
し

て
、
ル
ー
ル
違
反
者
が
多
く
事

故
を
起
し
て
い
る
。
後
悔
し
て

も
遅
い
こ
と
。
青
森
東
高
校
の

高
田
優
子
さ
ん
は
、
「
命
の
尊

さ
」
と
題
し
て
、
自
分
の
命
は

自
分
し
か
守
れ
な
い
、
命
の
尊

さ
は
は
か
り
知
れ
な
い
こ
と
を

発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
交
通
安
全
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
で
特
選
と
な
っ
た
、
十

和
田
市
立
大
深
内
中
学
校
の
野

月
邦
憲
く
ん
の
「
心
に
ブ
レ
ー

キ
を
」
と
題
し
た
作
文
で
は
、

自
分
か
小
さ
い
と
き
、
飛
び
出

交錯 睚 黼 （その７）

認 離 片 足 ムヅ

ス：汀 昌 江 討 ぶお

ふ７に
型貨物自動車等通

行止め」、「大型乗用自

動車通行止め」の標識

。逕 記 紀 磊 磊 。

④「特定の最大積載量以

上の貨物自動車等通行

止め」の標識が変わり

ます。

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交通安全は家庭から

県内の交通事故概況
（平成４年） 青森県交通対策協議会

（ ）内は前年。累計は１月から

年末年始の交通安全運動

・期間 平成４年１２月１５日（火）

～平成５年１月５日（火）
・スローガン

安全に いつでも止まれる 車間距離

・運動の重点
１ 冬道の安全運転の推進
２ 飲酒運転の追放
３ 子どもと高齢者の交通事故防止
４ シートベルトの正しい着用の徹底
５ 違法駐車の締めだし

シートベルト しめる心が 身を守る



し
て
事
故
に
遭
い
、
ヶ
ガ
を
し

た
と
き
の
母
の
苦
し
み
を
分
か

り
、
今
で
は
注
意
さ
れ
な
く
て

も
自
分
で
気
を
つ
け
た
い
と
発

表
。
続
い
て
交
通
安
全
家
族
会

議
作
文
で
最
優
秀
と
な
っ
た
、

十
和
田
市
立
南
小
学
校
の
久
保

花
恵
さ
ん
の
「
天
国
の
あ
い
ち

ゃ
ん
と
の
約
束
」
と
題
し
た
作

文
で
は
、
仲
良
し
の
友
達

。
あ

い
ち
ゃ
ん
″
が
飛
び
出
し
で
事

故
に
遭
い
、
亡
く
な
っ
た
と
き

の
悲
し
み
を
心
に
秘
め
、
道
路

を
横
断
す
る
と
き
は
必
ず
止
ま

り
「
右
よ
し
左
よ
し
右
よ
し
」

と
声
を
出
し
て
渡
る
こ
と
を
、

自
分
で

。あ
い
ち
ゃ
ん
”
と
約

束
し
て
い
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

次
に
吹
奏
楽
演
奏
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
に
続
き
、
特
別
講
演

「
生
と
死
」
と
題
し
て
、
三
遊

亭
円
楽
さ
ん
の
講
演
が
あ
り
、

自
分
で
も
昔
は
運
転
し
て
い
ま

し
た
が
、
非
常
に
怖
い
思
い
を

し
た
の
で
、
今
で
は
三
十
年
位

ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
で
、
無

事
故
無
違
反
だ
と
笑
わ
せ
た
り
、

人
を
ひ
い
た
ら
心
の
傷
が
治
る

も
の
じ
ゃ
な
い
。
現
代
は
、
ア

メ
と
ム
チ
に
す
る
と
、
ア
メ
に

な
る
率
が
高
く
、
与
え
る
こ
と

は
愛
情
と
勘
違
い
し
て
い
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
一
人
一
人
が

自
分
を
律
し
て
行
動
す
る
こ
と
。

自
ら
を
厳
し
く
、
他
人
に
や
さ

し
く
し
て
や
る
こ
と
と
講
演
し

て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
終
了
し

ま
し
た
。

村民のみなさんの交

通安全に対する協力に

より、平成 ４年１０月２６

日で交通事故死ゼロ９

年を達成し、このほど

県から表彰されました。

この記録は、継続中

のものとしては、小泊

村に次いで県内第２位

となります。

今回の表彰を契機に、

こ れから も３，５００日の

目標に向けて、村民が

一丸となり、交通安全

運動に取 り組んでい き

ましょう。

交通死亡事故多発（県内）

非 常 警 報 か 発 令

県内の交通事故死亡

者は、１１月１日現在で

１２６人を数え、昨年の

同時期より２５人の増と

なりました。これは、

昭和５４年以降最悪の状

況となり、この事態を

重くみだ警察本部では

１１月５日から１８日まで

「交通死亡事故多発非

常警報」を発令しまし

た。

私たち交通安全母の

会でも、高齢者や若年

運転手にむけで ふれ

あい号４で呼びかけた

り、診療所前でチラシ

などを配り、交通事故

防止に協力してくださ

いと呼びかけました。

県
警
本
部
長

県
交
母
連
会
長
連
名
表
彰
を
受
賞
し
て

ｍ
会
長

大
久
保
玲
子

十
一
月
八
日
、
青
森
市
文
化

会
館
に
お
い
て
、
平
成
四
年
度

県
内
交
通
安
全
功
労
者
等
の
表

彰
式
が
開
催
さ
れ
、
未
熟
な
私

で
す
が
、
佐
井
村
交
通
安
全
母

の
会
の
功
労
者
と
し
て
受
賞
し

て
参
り
ま
し
た
。

思
え

ば
、
佐
井
村
交
通
安
全

毋
の
会
が
結
成
さ
れ
て
、
今
年

で
十
二
年
余
り
に
な
り
ま
す
が
、

当
時
役
員
と
し
て
推
薦
さ
れ
、

母
親
の
立
場
か
ら
我

が
子
三
人

の
命
を
育
く
み
、
日
々
交
通
戦

争
と
も
い
わ
れ
る
時
代

に
直
面

し
な
が
ら
、
子
ど
も
を
悲
惨
な

交
通
事
故
の
犠
牲
者
に
決
し
て

さ
せ
ま
い
、
さ
せ
た
く
な
い
の

強
い
願
望
か
ら
、
交
通
安
全
は

家
庭
の
中
か
ら
を
モ

″
ト
ー
に
、

佐
井
村
当
局
を
は
じ
め
、
歴
代

駐
在
部
長
、
会
長
の
も
と
に
一

生
懸
命
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
三
人
の
子

ど
も
も
事
故
に
遭
う
こ
と
な
く

健
や
か
に
成
長
し
、
車
社
会
へ

と
巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。
こ

の
上
は
、
我
が
子
た
ち
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
道
で
、
自
分
の
立
場

を
深
く
理
解
し
な
が
ら
、
身
命

二
つ
と
な
い
と
い
う
母
の
会
の

尊
い
教
え
を
、
深
く
深
く
認
識

し
、
交
通
安
全
の
必
要
性
を
常

に
心
し
て
生
き
て
欲
し
い
も
の

で
す
。
最
後
に
、
佐
井
村
交
通
安
全

母
の
会
が
誕
生
し
て
十
二
年
の

歳
月
の
流
れ
る
中
で
、
前
会
長

に
対
し
て
も
、
心
か
ら
我
が
家

族
一
同
と
と
も
に
、
感
謝
と
受

賞
の
報
告
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ

の
名
誉
あ
る
受
賞
を
無
駄
に
し

な
い
よ
う
心
が
け
、
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

年末の交通事故防止



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

８ ０１７７－２３－２３７９

サラリーマンの

確 定 申 告
大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、

年
末
調
整
に
よ
っ
て
一
年
間
の

所
得
税
の
納
税
は
完
了
し
ま
す

が
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
二

十
万
円
を
超
え

る
人
や
給
与
を

二
か
所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て
い

る
人
な
ど
は
確
定
申
告
が
必
要

で
す
。

ま
た
、
多
額
の
医
療
費
を
支

払
っ
た
人
や
災
害
に
あ
っ
た
人

な
ど
は
、
確
定
申
告
を
す
る
と

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還

付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
気
軽
に
最
寄

り
の
税
務
相
談
室
ま
た
は
税
務

署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

１ ２

月

２ ５

日 は

村 県 民 税（４ 期 ）固 定 資 産

税（４ 期 ）の 納 期 限 で す
Ｏ

＝納期内納付にご協力ください＝

保

険

料

は

毎

月

キ

チ

ン

と

納

め

ま

し

よ

う

今
や
人
生
八
十
年
代
、
年
金

制
度
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

老
後
生
活
の
根
幹
と
な
る
年

金
は
、
若
い
時
か
ら
保
険
料
を

き
ち
ん
と
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
厚
生

年
金
保
険
料
は
給
料
か
ら
天
引

き
さ
れ
ま
す
が
、
国
民
年
金
保

険
料
は
自
主
納
付
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
と
も
す
れ
ば
あ
と
廻

し
に
な
っ
て
納
め
忘
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
未
納
が
原
因

で
不
慮
の
事
故
や
病
気
で
障
害

者
に
な
っ
た
り
亡
く
な
っ
た
と

き
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
、
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
未
納
期
間
に
応
じ
て

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
が
減

額
さ
れ
、
最
悪
の
場
合
は
老
齢

基
礎
年
金
を
全
く
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

長
い
老
後
生
活
の
こ
と
を
考

え
て
、「
国
民
年
金
保
険
料
は

生
活
費
の
一
部
」
と
位
置
づ
け

て
毎
月
キ
チ
ン
と
納
め
ま
し
よ

こんなときは必ず所定の手続きを／



年

金

ア
ン
ド

同
山

年
金
は
老
後
を
迎
え
れ

ば
誰
で
も
受
け
ら
れ
る
の
で
し

ょ
う
か
。

百
出

年
金
を
受
け

る
た
め
に

は
、
一
定
の
ル
ー
ル
が
あ
っ
て
、

そ
の
ル
ー
ル
に
合
っ
て
な
け
れ

ば
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、
国
民
年
金
を
受
け

る
た
め
に
は
、
二
十
歳
か
ら
六

十
歳
に
な
る
ま
で
国
民
年
金
に

加
入
し
て
、
原
則
と
し
て
最
低

二
十
五
年
間
保
険
料
を
納
め
な

け
れ
ば
な
り

ま
せ

ん
。
（
免
除

期
間
を
含
み
ま
す
）
加
入
し
て

も
保
険
料
を
納
め
な
い
と
年
金

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

同
圓

会
社
を
や
め
て
か
ら
何

の
年
金
に
も
加
入
し
て
い
ま
せ

ん
。
過
去
の
厚
生
年
金
の
期
間

（
十
二
年
）
は
ど
う
な
る
の
で

し
ょ
う
。（
三
十
八
歳
・
自
営
業
）

口
圓

こ
の
ま
ま
で
は
年
金
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
昭
和
二
十

七
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
は
、
厚
生
年
金
期
間
が
二

十
年
以
上
な
い
と
老
齢
厚
生
年

金
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
（
厚

生
年
金
、
共
済
組
合
の
資
格
期

間
の
特
例
は
、
昭
和
二
十
七
年

四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

か
ら
除
々
に
延
長
さ
れ
、
昭
和

三
十
一
年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
は
二
十
五
年
と
な
り

ま
す
）
し
た
が
っ
て
、
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
資
格
で
あ
る
最

低
で
も
合
算
し
て
二
十
五
年
間

の
加
入
期
間
が
必
要
で
す
。
会

社
を
退
職
し
て
自
営
業
を
営
ん

で
い
る
と
の
こ
と
で
す
の
で
、

あ
な
た
は
「
第
一
号
被
保
険
者
」

と
し
て
、
市
区
町
村
の
窓
口
で

加
入
手
続
き
を
し
て
、
個
別
に

保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

同
胞

何
回
か
会
社
を
変
わ
っ

だ
の
で
、
厚
生
年
金
の
期
間
が

は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
加
入
期

間
を
知
る
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
よ

い
の
で
す
か
。

国
司

厚
生
年
金
の
加
入
期
間

に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
事
務

所
で
取
扱
っ
て
い
ま
す
。
社
会

保
険
事
務
所
で
は
社
会
保
険
庁

と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
個
別
、
具
体
的
な
年
金
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
も
よ
り

の
社
会
保
険
事
務
所
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

今
年
の
ボ
ー
ナ
ス
は
、

。木
枯

ら
し
ボ
ー
ナ
ス
”
な
ど
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
景
気
を
反
映
し
て
、

あ
ま
り
パ
ツ
と
し
な
い
よ
う
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
年
末
の
楽
し
み
は
ボ
ー
ナ
ス
。

ラ
テ
ン
語
で
、

。よ
い
も
の
”
と

い

う
意

味

だ

そ

う
で

す

。

ボ
ー

ナ

ス

は
、

年

末

と

六

月

ご
ろ

の

二
回

支

給

さ

れ

る

と
こ

ろ

が

ほ

と

ん

ど
で

す

。

こ

れ
は
日

本
独

特

の
風
習
で

、

盆

と
暮

れ

の

物
入

り

の

と

き

に
合

わ

せ

て
、

支

給

し

た

の

が
始

ま

り

の

よ

う
で

す

。

一
口
に
ボ
ー
ナ
ス
と
い
っ
て
も
、

ボ
ー
ナ
ス
を
出
す
側
と
受
け
取
る

側
と
で
は
、
多
少
考
え
方
が
違
う

よ
う
で
す
。

出
す
側
に
と
っ
て
は
、
業
績
へ

の
貢
献
に
対
す
る
功
労
報
奨
的
な

も
の
で
あ
り
、
ま
た
企
業
業
績
の

成
果
の
配
分
と
し
て
の
「
賞
与
」

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
受
け
取
る
側

と
し
て
は
、
生
活
費
の
一
部
と
し

て
の
当
然
の
給
与
で
あ
る
「
期
末

手
当
」「
年
末
手
当
」
と
い
う
わ
け

で
す
。
と
こ
ろ
で
、
最
近
は
も
う
一
つ

別
の
ボ
ー
ナ
ス
と
い
う
言
葉
を
耳

に
し
ま
す
。
ボ
ー
ナ
ス
制
度
と
い

っ
て
、
市
街
地
に
建
物
を
建
て
る

と
き
、
一
定
面
積
の
空
き
地
を
確

保
す
る
と
、
容
積
制
限
や
高
さ
制

限
が
緩
和
（
ボ
ー
ナ
ス
）
さ
れ
る

と
い
う
も
の
で
す
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
年
末
年
始

は
ボ
ー
ナ
ス
が
出
る
な
ど
し
て
経

済
が
活
発
に
な
る
と
と
も
に
、

事
故
や
事
件
が
多
発
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
警
察
庁
で
は
十
二

月
初
旬
か
ら
一
月
中
旬
ま
で
。

「
年
末
年
始
特
別
警
戒
」
を

行
い
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て

楽
し
い
正
月
を
過
ご
す
た
め

に
、
事
故
や
事
件
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
、
年
末
年
始
は
特

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。



・
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
ア
イ
ロ
ン
の
か
け
方
・

バ
ス
タ
オ
ル
を
小
道
具
に

ア
イ
ロ
ン
が
け
は
、
ワ
イ
シ

ャ
ツ
の
ア
イ
ロ
ン
が
上
手
に
か

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
一
人

前
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
そ
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
襟
、
そ
で
口
、
肩

山
の
か
け
方
に
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
コ
ツ
を
紹
介
し
ま
す
。

ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
ア
イ
ロ
ン
が

け
で
一
番
難
し
い
の
は
、
襟
と

い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
襟
の

縫
い
目
な
ど
に
シ
ワ
を
つ
く
ら

な
い
た
め
に
、
ま
ず
襟
全
体
に

霧
を
吹
い
て
襟
の
裏
側
か
ら
ア

イ
ロ
ン
を
六
分
通
り
が
け
ま
し

ょ
う
。
こ
の
と
き
、
片
手
で
縫

い
目
を
強
く
引
っ
張
り
、
ア
イ

ロ
ン
が
け
を
し
ま
す
。
こ
う
す

る
と
生
地
が
ピ
ン
と
な
り
、
表

側
が
か
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

仕
上
げ
は
表
側
で
、
ワ
イ
シ

ャ
ツ
を
表
返
し
て
ア
イ
ロ
ン
を

か
け
ま
す
。
こ
の
と
き
、
襟
先

の
ほ
う
か
ら
襟
の
中
心
に
む
か

い
、
ア
イ
ロ
ン
の
先
を
使
っ
て

プ
レ
ス
し
ま
す
。
逆
に
、
襟
先

の
ほ
う
に
む
け
て
ア
イ
ロ
ン
を

か
け
る
と
、
縫
い
目
に
た
る
み

が
出
た
り
、
表
に
ゆ
が
み
が
で

た
り
し
ま
す
。

そ
で
口
の
ア
イ
ロ
ン
が
け
は
、

最
初
に
そ
で
囗
に
手
を
入
れ
て

そ
で
幅
を
広
げ
、
カ
フ
ス
の
裏

側
を
七
分
通
り
か
け
ま
す
。
そ

の
後
ワ
イ
シ
ャ
ツ
を
表
に
し
、

そ
で
全
体
に
ア
イ
ロ
ン
を
か
け

ま
す
。
こ
の
と
き
、
生
地
が
折

り
重
っ
た
下
側
に
シ
ワ
が
っ
か

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

肩
山
を
ア
イ
ロ
ン
が
け
す
る

と
き
は
、
裏
側
に
バ
ス
タ
オ
ル

を
二
つ
折
り
に
し
て
あ
て
が
う

の
が
ポ
イ
ン
ト
。
そ
し
て
、
肩

か
ら
襟
に
む
か
っ
て
ア
イ
ロ
ン

を
か
け
ま
す
。
こ
う
す
る
と
シ

ワ
は
で
き
ま
せ
ん
。

色
の
濃
い
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
場

合
、
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
た
後
、

生
地
が
光
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ア
イ
ロ
ン
の
温
度
が
高
す
ぎ
る

の
が
原
因
で
す
が
、
水
で
二
倍

に
薄
め
た
酢
を
布
に
含
ま
せ
、

光
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
ふ
き
、

当
て
布
を
し
て
、
も
う
一
度
ア

イ
ロ
ン
を
か
け
る
と
、
光
っ
て

い
る
の
が
目
立
だ
な
く
な
り
ま

す
。

親 子 ふ れ あ い 村 へ

「親子 でクリ スマ スを作ろう 」

参 加 者 募 集

学校週 ５日制の休日に、親子で
ケーキ作りをしませんか。クリス
マスに向けて木の実を使ったミニ
・フリーやリース作りもあります。
夜は、キャンドルサービスで楽し

みます。
親子のふれあいを深めるととも
に、参加の他の家族とも交流して
素敵な思い出 を！
とき…１２月１２日（土）～１３日（日）
場所…下北少年自然の家
対象…小学校 ３年生

～高校生と保護者
１５家族 涕 妹の参加もできます。）
締切り…１２月５日（土）
問い合 わせ
青森県立下北少年自然の家
００１７５（３４）５８５８

満１歳になります

奥 本 侑 ちゃん

（洋典・より子）
古 佐 井

戸籍の窓口
１１月１０日現在

○お誕生おめでとう

奥 本 絋 大（公雄）大佐井

岩清水 瞬（秀一）古佐井

○ご結婚おめでとう
（後 藤 重 城（大佐井）
西 谷 ① 巻（大佐井）
（池 田 洋 －（長 後）
坂 田 澄 江（蓮田市）
（宮 川 政 喜（大佐井）
高 森 純 子（青森市）
（野田頭 達 也 Ｏ八戸市）
島 克 枝（大間町）

○おくやみ申し上げます

本部 丈夫（ハ ヨ）原 田
饑川 とか（粕 倔）古佐井
川岸 ゑみ（松津スエ）古佐井

個人のプライバシーを尊重

する意味で、載せてほしくな
い人は、届け出の際にイ系まで

申し出てください。

１０月３１日現在人口（前月比）

男 １，８０６（－４）

女 １，８３６Ｃ－フ）

計 ３，６４２（一竹）

世帯数 １，１１８（－Ｂ）
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